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αMプロジェクト2025‒2026

立ち止まり振り返る、そして前を向く
Stop, Look Back, Face Forward.

vol. 1 IDEAL COPY
   Channel: Musashino Art University 1968‒1970

ゲストキュレーター：大槻晃実（芦屋市立美術博物館）

2025年4月12日（土）‒6月14日（土） 
12:30‒19:00　日月祝休　入場無料
助成：公益財団法人 花王芸術・科学財団
協力：日本写真印刷コミュニケーションズ株式会社、LAERA

トークイベント　4月12日（土）16:00‒
大槻晃実、吉村麻紀（デザイナー）、冨井大裕（αMディレクター）
小野冬黄（αMアシスタントディレクター）

会場：gallery αＭ

〒162-0843 東京都新宿区市谷田町1-4 武蔵野美術大学市ヶ谷キャンパス 2階
tel：03-5829-9109　fax：03-5829-9166    
https://gallery-alpham.com
※2023年度より馬喰町から移転いたしました。電話番号、FAX、メールアドレスに変更はございません。
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そこには意味がある：立ち止まり、考える。
大槻晃実

今回の連続企画は IDEAL COPYからスタートする。
彼らは 60年代中頃より発生した学園紛争の史実と、その際に武蔵野美術大学の学生が残した
逸話を起点に、プロジェクト「Channel: Musashino Art University 1968‒1970」を立ち上げた。
ここでは、はじめに IDEAL COPYのコンセプトとその活動を確認したのち、本プロジェクトの
輪郭をなぞってみたい。彼らがここでなにを試みようとしているのかを知るための、道しるべと
なるように。

1988 年に京都で結成された IDEAL COPYは、プロジェクトごとに変動する不特定の複数メン
バーで構成される匿名のアートユニットである。彼らは、固有名を持つ個人が匿名的な存在に
も成り得る社会で、日常において構築・更新されていくシステムそのものを現代社会の創作物（作
品）であるとし、その生成の行方に着目している。そして「社会のシステム」という構造内に
おける不透明な事象を浮き彫りにしながら、我々の知識や常識に対し問いかけ続けている。
1993年に発表して以降、継続して行われているプロジェクト「Channel: Exchange」は、彼ら
が開設した両替所で、来場者が持参した外国硬貨に対して重量を基準に IDEAL COPYコイン
（IC）と交換するというものである。ここでのレートは決して変動せず、外国硬貨 1g に対し
1IC と定められている。紙幣は国外へ持ち出しても両替が可能であり貨幣価値は担保されるが、
硬貨は流通している国でしか使用できない。旅先で手に入れた外国硬貨は持ち主にとっては思
い出としての価値はあるものの、国外に持ち出せば経済流通から分断され貨幣としての価値は
消失し、単なる「金属」と化すことを意味する。そして、交換された外国硬貨を IDEAL COPY
は「金属」のオブジェとして展示する。すなわちここでは、外国硬貨が貨幣価値を失う一方で、
「作品」として新たな価値が生み出されるという転換が行われているのだ。また、彼らは近年
「Channel：Copyleft」（2021）を京都で発表した。ウェブサイトで公募された、著作権を放棄
した音源が再生される展示空間で、鑑賞者は IDEAL COPYの限定 400 本のカセットテープに、
会場内に流れる数十種類の音を録音し所有することができるというプロジェクトである。タイト
ルにあるCopyleft とは、誰でも自由に入手でき、使用、改変、複製が可能であるという著作物の
権利に関する一つの考え方だ。この主張に基づき、IDEAL COPYの制作物であるカセットテープ
に記録した音は誰の作品となり、誰の著作物であるのかを問うものとなった。本プロジェクトは
音のオリジナリティに関する疑問と課題を提起するものであり、社会において保護されている
権利に焦点を当てたものである。

このように、社会が生み出す制度に着目しさまざまなプロジェクトを続ける IDEAL COPYは、
αMを運営している武蔵野美術大学の歴史を調べ、大学制度を大きく揺るがす学園紛争という
歴史的事象と、当時の武蔵野美術大学の学生が都内のデモに参加する際に構内のレンガを持参
したという逸話にたどり着いた。
当時の学生デモは、現場で歩道の敷石を砕いて投石することが一般的な行動であったようだが、
武蔵野美術大学の学生は、わざわざ構内に敷かれているレンガをきれいに抜き取って、東京郊
外の地から都心まで持っていったという逸話に、美術大学の学生ならではの「表現」が見受け
られることに IDEAL COPYは注目したのだった。
本企画において IDEAL COPYは、展示室の床面に焼成されたレンガ100個を並べる。うち99個
は今回の展示のために製作した IDEAL COPYオリジナルレンガで、残る1個は武蔵野美術大学
に保管されていたレンガである。

IDEAL COPYはαMという空間において、レンガを起点に武蔵野美術大学を考察する。
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Channel: Musashino Art University 1968‒1970
IDEAL COPY

IDEAL COPYは武蔵野美術大学を探究する。

1968 年から 70年にかけて国内でおこった学生運動は、武蔵野美術大学にも波及した。ある日、
一人の学生が構内に敷かれていたレンガを抜き取り、それを持って多くの同志とともにデモに
参加するため都内へ向かった。そのような逸話が残る武蔵野美術大学には、一つのレンガが残って
いる。

IDEAL COPYはこの逸話をもとに、レンガを通して、当時の武蔵野美術大学の学生が、学生運動
においてどのような「表現」をしたかに焦点を当てる。

1962 年　  学校法人武蔵野美術学校を学校法人武蔵野美術大学に改称
1969 年　 「大学運営に関する臨時措置法案」立法化反対全学ストライキ可決（学生大会）に
 　 端を発して大学闘争が起こる
　　　 　  芸術祭中止
1970 年    卒業制作展中止　　　
　　　　   芸術祭中止、臨時休校

IDEAL COPY　アイデアル・コピー
1988年に京都のギャラリー射手座で開催した“Channel: Mode”を機に結成されたクリエイティヴ・プロジェクト。
発表ごとに不特定の複数メンバーで構成される。その活動は、彫刻や絵画といった既存のアートの形態ではなく、
企画したプロジェクト自体を芸術として遂行するというプロジェクト・アートである。「アーティストは『作品』と『社会の
システム』のなかに存在する」という概念に基づき、IDEAL COPYのシステムを作り、様 な々人が関わることで、その行為
と結果を作品とする。メディアを通してワールドワイドな展開の可能性を追求している。近年の活動に「平成美術：
うたかたと瓦礫（デブリ）1989‒2019」京都市京セラ美術館（2021年）、「Channel: Copyleft」haku （京都、 2021
年）などがある。

《Channel: Exchange》
1993年‒　撮影：浅野豪

《Channel: Copyleft》
2021年 　撮影：浅野豪

《Channel: Merchandise 2021》
2021年
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立ち止まり振り返る、そして前を向く
大槻晃実（芦屋市立美術博物館）

この場所で私に何ができるのだろうか。最初に考えたのはそのことだった。私は公立美術館で
学芸員として働いている。だが、指定管理者が運営する美術館であるため、公務員ではなく会社
員だ。コレクションが健康な状態で受け継がれ、これから先も美術館が存続していくという未来
は、決して当たり前のことではない。大切にしていくべきこと、守らなければならないことには
多様な視点や局面があり、それがちぐはぐに組み合わさった居心地の悪さが常に同居している。

そんな学芸員が、このαMという場所とどう向き合えばよいのだろうか。各地の美術館が様々な
事情を抱え、困難に直面している。それは今もこれからも変わらないだろう。しかし、たとえど
のような運営形態であっても、誰が運営者であっても、美術館にはかけがえのないものがある。
それは、その美術館の歴史に寄り添いコレクションから刺激を受けながら展覧会を企画してきた
歴代の学芸員や、地域や行政との間で試行錯誤しながら運営に関わってきた職員が経験を蓄積
してきた場所であり、観客が作品と出会って思いを深めた展示室という場所だ。

30年以上にわたって時代の先端を敏感に察知して活動を続けてきたこのαMという場所では、
作家がいて作品があり、鑑賞者が集い、対話や議論が重ねられる日々が続いてきたことだろう。
そんな場所の過去と現在を往来しつつ、作品との対話の中から鑑賞者が自ら問いを立てて答えを
探るような、そしてそれを皆で共有できるような場を作りたいと思う。参加してくれる作家たち
と議論を重ねながら、歴史と今この時の美術を同じ次元でとらえることで、「美術のための場所」
のことを皆で共に考えていく2年間にしたい。
自ら考えるという行為を続けることこそが、この社会で美術を健全に存在させていくためには
不可欠であるはずだから。

■取材、掲載用写真の貸出など、ご質問がございましたら下記までお問い合わせください。■
gallery αＭ ギャラリーアルファエム
e-mail: alpham@musabi.ac.jp ／ tel：03-5829-9109 ／ fax：03-5829-9166
　
武蔵野美術大学 大学企画グループ 連携共創チーム（ギャラリー不在時）
tel：042-342-7945 ／ fax：042-342-6087

大槻晃実　Akimi Otsuki
芦屋市立美術博物館学芸員。専門は近現代美術。企画した主な展覧会に「今井祝雄―長い未来をひきつれ
て」（2024年）、「art resonance vol. 01 時代の解凍」（2023年）、「限らない世界／村上三郎」
（2021年）、「植松奎二 みえないものへ、触れる方法―直観」（2021年）、「芦屋の時間 大コレクショ
ン展」（2020年）、「美術と音楽の9日間 rooms」（2020年）、「art trip vol.03　in number, new 
world / 四海の数」（2019年）、「小杉武久 音楽のピクニック」（2017年）などがある。


